
PB 1

Sotto
［そっと Vol.118 2 月号 ]

[ 京都自死・自殺相談センター ]

広 報 活 動 に よ る 後 方 支 援

今年度で、相談センターは、皆様のご支援により 10 年経過することになりました。この 10 年の間でも、

東日本大震災に始まり、新型コロナウイルス感染症まで様々な出来事が起こりました。10 年の経過と

ともに、自死にまつわる問題は、多様化をみせつつ、数こそ減少傾向にはあるものの、死にたいという

気持ちを持たれた方の苦悩の根本

にあるものは、変わりません。それは、「生きづらさ」と言えるでしょう。

「生きづらさ」を抱え、「死にたい」ほどの苦悩を抱えた方に向けて、相談センターでは広報活動に

力を入れてきました。私も昨年 5 月の改選まで丸 10 年間広報活動委員長 ( かつては啓発活動委員長 )

を務めてきました。行政機関だけでなく、大学など学校施設、支援センターなど様々な施設や病院などへ、

チラシや相談カード設置、情報共有など広報活動を行なってきました。広報活動を行なう中で、大変な

ことも多くありましたが、それ以上に、その重要性は強く感じてまいりました。死にたいほどの苦しみ

を抱えた方に対して、そうした地道な活動が、電話相談やメール相談、また、居場所づくりであるおで

んの会や語り合う会などに繋がり、自死にまつわる苦悩を抱えた方の拠りどころとなっていきました。

新型コロナウィルス感染症感染拡大の今、リモートが中心となり、中々対面での広報活動ができずに

いる現状があります。同時に、これからの広報活動は、新たな方向性をつけていく必要があります。も

しかしたら、これからの広報活動は、多くの方に情報を拡散していただくお力をお借りすることが必要

になってくるのかもしれません。これからも広報活動を継続していくことで、死にたいほどの生きづら

さを抱えた方の気持ちに寄り添い、繋げていけるように、自死にまつわる苦悩を抱えた方、ひいては、

その予備軍となる可能性がある方たちへ向けて、届けていければと思っています。

今年度相談センターでは 10 年経過致しますが、死にたいほどの気持ちを抱える人間の「生きづらさ」

「苦しみ」は、簡単に無くなるものではありませんし、そのためにも広報活動は欠かすことはできません。

だからこそ、これからもう 10 年、20 年と、支援の方策も思案しつつ支援を続けてまいりたいと思って

おりますので、皆様、今後ともご支援ご協力のほど、何卒宜しくお願い申しあげます。

( 副代表　中西正導 )
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居場所づくり活動の一年を振り返って
~ 参加者のアンケート紹介 ~

去年の今頃（２月初め）は、新型コロナウィルス感染症もまだ対岸の火事といった感じで、身近に

心配する風は無かったと思います。しかしそのわずか一月の間にも感染は急速に拡大し、３月のおで

んの会では、開催か否か、開催するならばどのようなことに気を付けるのかと様々な模索に入ること

となりました。以降、おでんの会・ごろごろシネマ・そっとたいむといった実際に人が集まる対面で

の活動は、都度悩ましい問題に向き合わねばならない状況が続きました。

５月のおでんの会とごろごろシネマではついに開催を断念するに至り、開催を心待ちにされている

方々の期待を裏切ったことにスタッフ一同忸怩たる思いでありました。

そんな一年でありましたが、時間や参加人数を縮小したり、内容を工夫するなどして活動をなんと

か続けてこられました。その中で寄せられた参加者の声をいくつか届けたいと思います。

【 お で ん の 会 】
( 食事の場 )
・雨とコロナで気分が沈んでいましたが、ここに来てホッとした。
・ごはんもおいしかったしみんなとお話しできた。スタッフのみなさん、参加者のみ
なさんに感謝です。

( からだ・こころリラックスの場 )
・音楽に集中できてよかった。自分の好きな音楽ばかり聞いているので、受動的に音
楽を聞くのもよいと思った。

・ヨガをして少し身体がのびのびした様な気がして、気持よかった。家にこもりがち
なのでひさしぶりにお話できてよかったです。

( 研究の場 )
・あまり普段の人間関係では話せないことを話せたので少し気持ちが楽になりました。
・もっと話したい、もっと人といたい。開催してくれて、ありがとうございます。

【 ご ろ ご ろ シ ネ マ 】
・自分の選ばない映画の方が、おもしろい。
・私の父は映画のお父さんとはまるで違ったけど・・・。私の生き方は？
・古い映画でストーリーは知ってましたが、色んな愛のかたちがあることをあらため
て知りました。

・静かで、おだやかな時間をもてることができた。
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イベント参加報告
～市縁堂 2020・Gaming to Connect ～

去る 12/6 と 1/3 に、京都市市民活動センター主催の「市縁堂 2020」と、プロゲーマー梅原大吾さん

がホストをされる「Gaming to Connect」というチャリティーイベントにそれぞれオンラインで出演し

ました。前者は純粋に、京都市内の市民活動紹介を目的とされた催しで、後者はいろいろなゲームプレ

イとオークション配信の合間に、社会活動をおこなう団体との対談をおこなうというものでした。

特に後者の催しにつきましては、昨今の情勢下における自殺者増加の報道を受けての打診ということ

で、数ある支援団体の中から Sotto にお声掛けいただいたことに驚きと感謝の気持ちでいっぱいでした。

生放送でしたので、視聴者のコメントも、直前までの楽しい雰囲気とは打って変わっての自殺の話題に

ざわつきも見られましたが、説明を進めるうちに「わかる」などの共感を得られたことがとても印象的

でした。いただいたご寄付とその想いに応えられるよう、これからも努めていきたいと思います。

( 相談委員長　金子宗孝 )

【 そ っ と た い む 】

・こんな時期でも開催していただき嬉しかったです。長男が亡くなった事をずっと隠
して生きているので、私の話を聞いていただけるだけで、ホントに救われる気持ち
になれました。ありがとうございました。また、少し前に進めそうです。

参加された中で、いくらかでもしんどさが紛れたり、つらい時をやり過ごす一助になっていたのな

らと思います。

印象に残っている言葉があります。口頭で聞いたのでアンケートにはありませんが、コロナが騒が

れ出したころ、「死にたい気持ちを持つ私には、自分で死ぬのかコロナで死ぬのか、どちらも変わら

ないくらいに切迫しています」という言葉を聞きました。また、「死にたい気持ちがあるからといって、

何で死んでも良いと思っているわけではない」と。

死にたい気持ちと言っても、その中には一口には言えないくらいの複雑で大事な思いがあります。

そうした思いを Sotto では一つ一つ大事に受け止めようとしています。

Sotto の居場所づくりの活動が求められる意味の大きさを改めて感じ、身の引き締まる思いです。

（居場所委員長　小坂興道）






